












目的 

県単位レベルで行う先天異常発生モニタリングの発生頻度を報告する。 

1,継続調査中の出産児外表奇形頻度を報告する。 

2.昭和 52 年から 55年の 4年間に報告された外表奇形児の 3歳までの予後調査結果につい

て報告する。 


